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明初 における東西の仏教交流 と

青海チベ ッ ト仏教寺院

永楽帝の対外政策における

瞿曇寺 「御製金仏像碑」の役割

伴 真 一 朗

はじめに

青 海 省 の 省都 西 寧 の65km程 東 に位 置 す る 楽都 県 に 漢 名 を瞿曇 寺,チ ベ ッ ト

名 を トッ ァ ン ・ゴ ンパ(Tib.grotshangdgonpa)と い うチ ベ ッ ト仏教 寺 院 が現
ロ ラ

存する.こ の寺院がチベ ット仏教寺院にもかかわらず瞿曇寺という漢名を持つ

のは,こ の寺院の建立者であるチベッ ト人僧侶三羅喇嘛が洪武26年(1393)に

寺名 を洪武帝から下賜され,明 朝(1368-1644)と の間に密接な関係が作 られた
くの

か らで あ る.そ の 歴 史 を示 す か の よ う に,寺 院 内 に は 永 楽(1403-1424)～ 宣 徳

(1)瞿 曇 寺 は 現 青 海 省 楽 都 県 瞿 曇 鎮 にあ る.こ の 寺 院 につ い て は,シ ュ ラ ム が 言 及 し

て い る[Schram1957:21-24〕 ほ か,乙 坂 が 青 海 にお け る カ ル マ 派 の 著 名 寺 院 と述 べ

[乙 坂1991:53,57],才 譲 が 明 代 の 湟 水 にお け る 最 大 規 模 の 寺 院 と して い る[才 讓

2007:14].同 寺 の歴 史 や 現 状 につ い て は,謝[1998]が ま とめ て い る.な お チ ベ ッ ト

語 史料 『テ プ テ ル ギ ャ ム ッ ォ(4θ わ伽rアgyα 〃π吻)』 には 同寿 の歴 史 に つ い て 述 べ られ

て い る箇 所 が あ る[P館1:ff201b-210b2].同 書 は 成 立 年 代 が 同 治4年(1865)と 時 代

が 降 る た め,そ れ以 前 に成 立 した 『明 實 録 』や 注(3)で 述 べ る碑 刻 史 料 に比 べ て 史料

的価 値 は 劣 るが,興 味 深 い 記 述 が 多 い.そ の検 討 は 今 後 の課 題 と した い.

(2)謝[lgg8;ll-16]に よれ ば,本 寺 は洪 武25年(1392)前 後 に 中央 チ ベ ッ トの ロ ダ ク

(Tib.lhobrag)出 身 で あ る カ ル マ 派 の 僧 サ ン ゲ タ シ ー(Tib.sangsrgyasbkrashis)に

よ っ て建 立 され,同 年 に彼 が 罕 東 衛 の 諸 部 を率 い て 明朝 に 帰順 した功 績 に よ り勅 額 と

瞿 曇 寺 とい う寺 名 を下 賜 され た とい う.つ ま り明 朝 史料 中 に あ る 瞿曇 寺 の僧 侶 三羅 喇

嘛 をサ ンゲ タ シ ー とす る の で あ る.し か し,『 テ プテ ル ギ ャ ム ツ ォ』に は,サ ム テ ン

ロ トー(Tib.bsambstanblogros)と い う人 物 が サ ンゲ タ シ ー の 後 継 者 と され て い る

[PartI:£203b1].三 羅 は,こ の サ ム テ ン ロ トー の 名 前 を省 略 した サ ム ロー(Tib.

bsamblo>の 音 写 で あ る可 能 性 もあ る.
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(1426-1435)問 に か け て の 歴 代 明 朝 皇 帝 か ら下 賜 され た勅 額 や 漢 文 ・チ ベ ッ ト

くの

文合璧の勅諭碑が残 されている.特 に永楽朝における勅諭碑が多い.

さて,明 朝のほぼ全時期において,儒 教理念による解釈では番僧による来朝

と明朝による法位及び財物の下賜,チ ベ ット仏教理念による解釈では明朝によ

る チ ベ ッ ト仏 教 僧 の 招 請 と財 物 の 布 施 が 盛 ん に 行 な われ た[Wyliel979,佐 藤

1986:3章 ・4章 ・6章 ・7章,乙 坂1998,陳2000,沈2007].明 朝 とチ ベ ッ ト

との 関係 は密 接 だ った とい え るの で あ る.

この明朝 ・チベ ット関係史において,両 者の境界にある青海 ・甘粛 ・四川の

チベ ット仏教寺院やチベ ット系部族の役割が注 目されつつある.例 えば青海の

弘化寺,甘 粛の演教寺や河氏,四 川の霊蔵(Tib.glingtshang)王 家である.こ れ

らの勢力が漢地 とチベ ット双方の文化や状況に通 じた自らの特性を生か し,明

朝 と中央チベ ットの諸勢力 との交渉に仲介役 としての役割を果た したことが明
くの

らか に さ れ て い る.

(3)瞿 曇寺 に残存 している明代の碑刻史料 は永楽6年(1408)「 皇帝勅諭碑」,永 楽16年

(1418)「皇帝勅諭碑 」,永 楽16年(1418)「 御製 金仏像碑」,洪 煕 元年(1425)「 御 製瞿

曇 寺碑」,宣 徳2年(1427)「 御製 瞿曇 寺後殿碑」であ る.陳 ・馬[1990:1-65】,謝 ・

格 ・袁[1993:77-85]に 漢文面 の録 文が,謝[1998:87-105]に 漢文面 とチベ ッ ト文面

の録文が,陳 ・馬[1990:口 絵,1-65]に 漢文面 とチベ ッ ト文面の写真 と録文 が収 録 さ

れてい る.し か し,陳 ・馬[1990:口 絵]の 写真 は不 鮮明で判読 できない箇所 が多い。

謝 ・格 ・袁[1993:口 絵]に 収録 され ている写真 は鮮明 であ るが,永 楽16年(1418)

「御製金 仏像碑 」の漢文 面の みであ る.ま た順 治 『西寧 志』(不分巻)に は永 楽16年

(1418)「御製 金仏像碑 」と洪煕 元年(1425)「 御 製瞿曇寺 碑」の録 文が あ り,こ れは筆

者 が確 認 で きた限 りでは最古 の録文で ある.前 者 の録文 は,30葉 裏～31葉 裏 にあ

るが,録 文の前半 部分が 宣徳2年(1427)「 御製瞿曇 寺後殿碑 」のそ れ と混在 してい

る不完全 な ものであ る.ま た後 者の録文 は同28葉 表 ～29葉 裏 にある.筆 者 は2004

年9月 に同寺 を訪 問 し,こ れ らの碑 文 を実見 した.し か し,永 楽6年(1408)「 皇帝

勅 諭碑 」だけは実見 で きなか った.こ の時の調査 に基 づいた永楽16年(1418)「 皇 帝

勅 諭碑 」の史料 的価値 の検討 と和訳 を伴[2005]に おいて行な った.

(4)弘 化寺 について は乙坂[1991],Otosaka[1994]が,演 教寺 について は乙坂[2002]

が,河 氏 につ いてはSperling[1990b]が,霊 蔵 王家 につい てはSperling[1990a]と 沈

[2003]が,そ の役 割 を論 じている.
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このような近年の研究成果から考えるならば,冒 頭にあげた瞿曇寺は,中 国 ・

チベッ トの境界地帯である青海に位置 し,か つ明皇帝の勅諭碑が残 されてい

ることから,明 朝のチベ ット政策において重要な役割を演 じたことが推測で

きる.し か し,従 来の同寺に関する先行研究においては明朝 との関係の密接

さが指摘 されているのみで[謝1998:25-32,才 譲2007:14-15],明 朝の対外

政策 における役割などについては検討されていない.

ここで瞿曇寺に残されている勅諭碑 に永楽朝のものが多いことに注 目した

い.永 楽朝は明朝のチベ ット政策において重要な時期である.こ の時期 にカル

マ派,パ クモ ドゥ派,デ ィグン派,サ キャ派等の主要なチベット仏教宗派の高

僧への法王号 の交付が行なわれ,後 の明朝のチベ ット政策を規定 した[佐 藤

1986:173].こ れらの政策がチベットに対する政治的支配を強めるものだった
くらラ

のか ど うか に は議 論 が あ るが,積 極 的 な チ ベ ッ ト政 策 が 行 な われ た こ とは疑 い

が な い だ ろ う.そ して,永 楽 朝 にお い て は チ ベ ッ ト政 策 の み な らず,モ ン ゴ

ル遠 征,ベ トナ ム遠 征 に代 表 され る よ う に,大 元 ウル ス を 継 承 し よ う とす る

対 外 政 策 が行 な わ れ た[宮 崎1992:56-61,壇 上1997:196-217].こ の よ うな

背 景 を考 え る と,永 楽 朝 の 瞿 曇 寺 へ の 政 策 は 単 に チ ベ ッ トだ け で は な く,よ り

広 い 地域 を視 野 に入 れ て い た の で は な い だ ろ うか.

で は 永 楽 朝 の 対外 政 策 に お い て 瞿曇 寺 は どの よ うな役 割 を果 た した の か.本

稿 で は瞿 曇 寺 に残 っ て い る永 楽16年(1418)「 御 製 金仏 像碑 」(以 下 「御 製 金 仏

像 碑 」とす る)に つ いて の 検 討 を行 な い,永 楽 帝 が 西 方 の 仏教 文 化 圏 に対 して 自

己 の 仏 教 功 徳 を示 す 際 に,そ の拠 点 と して の役 割 を瞿曇 寺 が 果 た した こ とを 明

らか に した い.

本稿 に お い て 重要 な 史料 で あ る「御 製 金 仏 像 碑 」に つ い て は,既 に 謝 ・格 ・袁

[1993:81],謝[1998=39-40],陳 ・馬[1990:28-29]に 解 題 が あ り,陳 ・馬

[1990:36-42]に 漢 文 面 とチ ベ ッ ト文 面 の 注 釈 が あ る.し か し,文 面 の形 式 等 を

(5)Speding[1993]で は明朝 に よるチベ ッ ト政策は,政 治的支配 よ りも交易 関係 の確立

を行 なお うとした ものである と論 じられてい る.
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他の史料 と比較対照 してその史料的価値 を検討 したものではない.本 稿ではま

た「御製金仏像碑」の文面の形式等を『寶藏』や 『西藏歴史襠案薈粹』に収録 さ

れている明朝の漢文 ・チベ ット文合壁文書 と対照することにより,初 歩的な

文献学的考察 も行ないたい.

第1章 「御 製 金 仏 像 碑 」の 録 文 と 和 訳

碑 文 の校 訂 にあ た っ て は,謝 ・格 ・袁[1993:80-82],陳 ・馬[1990:30-35],

謝[1998:92-95]に あ る録 文 を参 考 に した.注 釈 に つ い て は 陳 ・馬[1990:36-

42]に あ るが,記 述 の 根 拠 を示 さ な い 簡 略 な もの で あ り,そ れ を補 うた め に 本

稿 に お い て も注 を付 した い.

(1)漢 文 面 移 録

筆 者 の撮 影 した写 真 は三 つ に分 か れ て い る の で,本 稿 で は一 枚 に ま と まっ た

写真 で あ る謝 ・格 ・袁[1993:口 絵]を 使 用 した.PlateXIV参 照.

[碑首]御 製金佛像碑

[1]御 製金佛像碑[2i如 来千百億化身慈悲萬有閔濟三塗作大方便善哉善哉

總攝羣生咸登覺道為苦海之舟梁幽冥之[3】 日月有能作佛功徳普利一切則三

界人天皆所敬仰香雲彌布法雨充周大地山河皆為佛國含靈蠢[4】 動悉得濟度

朕主宰天下愍念蒼生弘體慈悲發歡喜心鑄金為佛像利益羣品初命工作範久而不成

[5亅一日工匠退食闃然無人模忽自成莫不驚異賛歎以為希有謂諸佛菩薩顯應示

現神通遂一鑄而成[6]乃 有異香馥郁久而不散非人間所有瑞光圓滿毫相瑞嚴

具諸種好是為最妙吉祥持以布施灌頂淨[7]覺 弘濟大國師班丹蔵 卜歸于西土

濟利羣生作無量勝果増長無量福徳俾時和歳豐家給人足老少 【8]康寧災殃殄

滅吉祥如意永蒙 【9]佛〔1字擡頭〕恩於乎佛體如如真常寂靜故無感不應昔優

填王作旃檀佛像妙感仞利天匠殊勝特異利益一切靡[10]有 窮極朕今用金鑄像

而感應復若此所以利益者亦復如是用紀其事勒之于石永隆[11]佛 〔1字擡頭〕
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教久遠益盛乃為賛 日[12]〔3字 空白〕道徳巍巍兩足尊 〔2字空白〕超 出三界

甚希有 〔2字 空白〕廣與衆生作方便 〔2字空 白〕能以一善攝一切[13】 〔3字

空白〕有縁遇者即超悟 〔2字空白〕不動瞬際證圓融 〔2字空白〕我今作此勝妙像

〔2字空白〕毫相端嚴無比好 【14]〔3字空白〕普利三塗與六道 〔2字空白〕蠢蠕

胎濕悉蒙恩 〔2字空白〕永願世間諸有情 〔2字空白〕不纒煩悩咸快樂[15】 〔3字

空 白〕五濁惡世悉清淨 〔2字空 白〕即證如来寶覺 中 〔2字空白〕大慈大悲現法

身 〔2字空 白〕金剛堅固無有壊[161〔3字 空白〕不可思議大劫海 〔2字空 白〕

一切歸命法 中王[17]永 樂十六年三月初一 日

【注 】

'.6持:碑 文 で は 「持 」.謝 ・格 ・袁[1993:80],陳 ・馬[1990:31],謝

[1998:92]の 移 録 で は そ の ま ま 「持 」とす る が,「 特 」で あ ろ う.こ の 部 分 は

チ ベ ッ ト文 面 で はnangyisと して い る[16行]。 明 朝 の 漢 ・チ ベ ッ ト合 躄

襠 案 で あ る 「永 楽 皇 帝 頒 給 咎 肖 的 勅 諭 」[永 楽11年(1413)2月 初9日,

『西 藏 歴 史 襠 案 薈 粹 』No.25]に あ る,チ ベ ッ ト文 のdaltanangyiskhyod

Iasithu・imingdanglasdka'bskosnasを 漢 文 で は 「茲 に特 に爾 に授 け て 司

徒 と為 す(茲 特 授 爾 為 司 徒)」 と して い る か ら で あ る.チ ベ ッ ト文 のdaltaが

漢 文 の 「茲 」,チ ベ ッ ト文 のnangyisが 漢 文 の 「特 」,チ ベ ッ ト文 のkhyod

が 漢 文 の 「爾 」に そ れ ぞ れ 対 応 し て い る.nangyisに つ い て,Goldstein

[2001:611]で は 「emphatically,強 調 し て 」とい う意 味 を付 す が,そ れ が 漢

文 の 「特 」に 通 じ て い る と考 え られ る.

(2)漢 文面読み下 し

[碑首】御製金佛像碑.

[1]御 製金佛像碑,[2]如 来は千百億の化身 もて,萬 有を慈悲 し,三 塗を閔み

濟い,大 方便を作す.善 き哉,善 き哉.羣 生を總て攝 り,咸 な覺道に登 らしむ
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るに,苦 海の舟梁,幽 冥の[3]日 月と為り,能 く佛たらしむるの功徳有 りて,

普 く一切を利すれば,則 ち三界の人天の皆敬仰する所な り.香 雲は彌布 し,

法雨は充周し,大 地 ・山河は皆佛國と為 り,含 靈 ・蠢 團 動は悉 く濟度を得る.

朕は天下を主宰 し,蒼 生を愍み念い,弘 く慈悲を體 して,歡 喜心を発 し,金 を

鑄 して佛像を為 り,羣 品を利益せんとす.初 め工に命 じて範を作 らしむるも,

久 しくして成 らず.[5]一 日,工 匠が食に退 きて,闃 然 として人無 きに,

模は忽ち自ら成る.驚 異,賛 歎せざるな く,以 て希有と為す.謂 えらく.諸 佛

菩薩が顯應 し,神 通 を示現せ りと.遂 に一鑄 して成れば,[6]乃 ち異香の馥郁

たること有 りて久 しくして散らざるは,人 間に有る所にあらず.瑞 光は圓滿,

毫相は瑞嚴にして,諸 の種好を具えるは,是,最 妙の吉祥為 り.特 に以って灌

頂淨[7]覺 弘濟大國師班丹蔵 トに布施 し,西 土に歸せ しめば,羣 生を濟利せ

しめ,無 量の勝果を作 らしめ,無 量の福徳 を増長せ しめ,時 をして和ならし

め歳 をして豐かならしめ,家 に給せ しめ人 を足 らしめ,老 少は[8]康 寧 し,

災殃 は殄滅 し,吉 祥は意の如 くし,永 く[9]佛 恩 を蒙る.あ あ,佛 體の如

如 と,真 常 は寂靜た り。故に感 じて應ぜ ざるは無 し.昔,優 填王が旃檀佛像

を作るに,仞 利天匠を妙感すること殊勝特異にして一切を利益するは,窮 極

ある[101な し,朕 は今,金 をもって像を鑄するに,感 應は復た此の若 し。

以って利益する所 は亦た復た是の如 し,其 事 を紀すをもって之を石 に勒す.

永 く[11]佛 教を隆 し,久 遠まで益 を盛んならしむ.乃 ち賛を為 りて曰く,

[12]道 徳の巍巍たる兩足尊は,三 界を超出すること甚だ希有にして,廣 く衆

生 に方便 を作す.能 く一善 を以って一切[13]を 攝 らば,縁 遇ある者は即ち

超悟 し,不 動に して瞬際に圓融 を證す.我 は今,此 の勝妙の像 を作 る.毫 相

は端嚴 なること好を比ぶる無 し.[14]普 く三塗と六道とを利 し,蠢 蠕胎濕は

悉 く恩を蒙 り,永 に世間の諸有情 を願い,煩 悩を纏わずみな快樂た りて,

【15]五 濁の悪世は悉 く清淨たるを,即 ち如来の寶覺中に證 し,大 慈大悲 もて

法身を現 し,金 剛堅固なること壊 ある無 し,[16]不 可思議なる大劫海にて,

一切 を法中の王に歸命せ ん.[1刀 永樂十六年三月初一 日.
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【注 】

L2,ム14三 塗:地 獄,餓 鬼,畜 生 の 三悪 趣 の こ と.三 途 と もい う.生 あ る も

の が 自 らの悪 行 の結 果 と して,死 後 に た ど る三 種 の 苦 しい世 界 の こ と[中 村 ・

福 永 ・田 村 ・今 野 ・末 木2002174/以 下,中 村 ・福 永 等2002と す る].

ム3三 界:衆 生 が住 む世 界 の総 称.欲 界,色 界,無 色界 か らな る[中 村 ・福 永

等2002:370].

Z.9仞 利 天:三 十三 天 と もい う.須 弥 山の頂 上 にあ り,帝 釈 天 が 住 む[中 村 ・

福 永 等2002:763].

n2兩 足 尊:仏 の 尊 称 の一 つ[中 村 ・福 永 等2002:1052].

」.14六 道:衆 生 が 業 に よ っ て生 死 を 繰 り返 す 六 つ の 世 界.地 獄,餓 鬼,

畜 生,阿 修 羅,人,天 の 六 つ[中 村 ・福 永 等2002:1072].

く　ラ

(3)チ ベ ッ ト文 面 移 録

チ ベ ッ ト文 碑 文 の 特 殊 記 号 の 表 記 は,Tibetan&HimalayanDigitalLibraryの

Webペ ー ジ(2008年12月16日 確 認/URL=http://www.thdl.org/)に あ るTHDL

ExtendedWylieTransliterationScheme(2008年12月16日 確 認/URL=http://

www.thdl.org/collectionsAangling/ewts/ewts.php)に し た が っ た.本 稿 で は 以 下 の

記 号 を 用 い る.ま た 巻 頭 のPlateXVは,2004年9月 に 筆 者 が 撮 影 し た 「御 製

金 仏 像 碑 」の 複 数 の 写 真 を 合 成 した もの で あ る.

V一@.9一¥。F・3gl一 、 毫 一 一M

[碑 首]@@@rgyalposgserskulabstodpa'irdoringni/¥uFO39/

11亅@@rgyalposmdzadpa'isangsrgyasshakyathubparangbyongsersku

labstodpardoringlabzhagPa[2]zhesbyabani;debzhingshegspa'isku

brgyastong'bumphragdumarsprulpa;skyedgurnamslabyalnssnying【3]

rjemdzadpadang;ngansonggsumlasrnampar'drenpa;thabsrgyachenpor

(6)チ ベ ット文 の校訂 ・読解 につ いては大谷大学 名誉教授 白館 戒雲氏の教示 を得 た.
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gyurpalashindulegsso;lags[4]so;'dulba'igdulbyarn塾mssangsrgyas

kyilamlabkodcing;sdugbsngalrgyamtsho'igrurdzingltabu'am;munpa'i

91ingr5]dunyizlaltabu'o;galtesangsrgyaskyiyontanbsgrubpadang;

semscanthamscadlaphanparbyedpayodna;khaMs[6]gsumgyilhami

rnamskyisdadpadangskyabssu'grobas;dedaggisdrizhimgyispyinni

mkha'kyabdug・yo'shing;chos[7]kyicharpakundubabcing;delabrten

nassachendangrimtshothamscadsangsrgyaskyizhingdugyurpadang;

'groba[8]kungyisphanpasthobpayinnoノ ～M'ngedkyisrgyalkhams

thamscadkyibdagporbyasnas;semscanthams.[9亅cadlaphanpadang;

byamsdangsnyiロgりergyachengyisdga'ba'isemsbskyednas;gsergyis

sangsrgyaskyi[10]skugzugsblugsnas'grobakunlaphanparbyedpa

snyamnas;bzobarllalnslaIhagzugsbzorchug[11]palasprartsisyunnng

dubzokyangmagrubpas;nyincigbzobarnamskyiszassusongbalamici

yang[12]medpa'ishuldu;lhagzugsbloburdurangbyonbyung'dugpas;

desmikungyisskragcingbstodpadang[131ngoIntsharchebs;deciyinces

na;rgyalbasrasbcasrnamskyismthuskyirllams'phrulmngonsumdugyur

pa[14]yinpas;1ancigblugspasgrubpayin;de'idus'jigrtellnayodpama

yinpa'isposkyadparcangyidrizhim[15】podusrgyundubrobashing;

bkrashiskyi'odzerrabturgyaspadang;mtshandangdpe'byadldanpa'i

mchogdubkrashisdam[16】pa'ibrten'dininangyiskontingtsinggyo

hungtsita'igu'ishridpalldanbzangPolaphulnas;nubphyogssubrdzongs

te;[17】'grobakunlaphanpa;dpagtumedpa'imchoggi'brasbumdzad

pas;rgyachenpo'ibsodnamsbskyedbadang;[18】lothogdussusminpa

dang;semscanthamscad'byorpadang;rgangzhonsosorskyidpanadrigs

thams[19]cadzhibadang;brashisyidbzhindu'byungngo;rtagtu/sangs

rgyaskyidrinthobpa'o;kye;sangsrgyaskyiskunirang[20】bzhindugyur

pa;rtagtuyangdagparzhiba'isladdu;lasdang;'thunpa'imngonduma
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charbamedpas;sgongyidus[21]suyuldburgyangyirgyalpossangsrgyas

candhangyiskugzugsbrkona'ng;thabbralgyibzobornamslegspar

[22]thobnaslhaskukhyadparcanbsgrubspas;'grobakunlaphanpar

mdzadpanibrjodgyismilangs;dalta/～M'ngas[23】gsergyislhasku

bzhengsnasde'irnam'phrulslaryang'di'dramdzadpadang;phanpaslar

yaRg'di'drar【24]mdzadpas;don'dirnamsbrisnasrdoringlabrkosnas;

/～M'sangsrgyaskyibstanpayundudarzhingrgyaspa[25]dangbstodpa

且i'diskaddu/lammchog'phrinlasmthoba'irkanggnyisgtso〃khamsgsum

lasgrolngomtsharrnampar[26】che〃'grobakunlathabskyisrgyachen

mdzad〃dgebaciggisthamscadlas'dulba〃rten'brelyodpartogspa

rnam[27】grolbas〃migbrabmig-yotsamgyissangsrgyasthob〃bdaggis

daltaskumchogdampabzhengs〃mtshansogsmdzes[28]zhingmtshungs

pa.medpadang/ngangsum'grodrugkunlaphanmdzadnas〃mngaldang

drodshersogsskyes[29]d血'dithob〃rtagtusmonpa'jigrten'groba

kun〃nyonmongsspangnasthamscadbdebadang〃bskalpa[30]snyigs

lngarnampardagpadang〃bdergshegsrinchengo'phangthob'gyurte〃

byamsdangsnying[31]麺echez㎞ngchosskugsal//rdo切ebrtanltar'jigpa

mimnga'ba'i〃brjodkyimilangsbskalba【32】chenporyang〃byungba

thamscadchosrgyallaskyabsmchi,〃yunlobcudrugpa'ilozlabagsum

pa'itshescigginyin;

【注 】

'.4rdzing:原 文 はrdzingだ が,池 と い う 意 味 に な り 文 意 と 合 わ な い

[Jaschke1985:468].謝[1998:94]に 従 いrdzingsに 訂 正 す る.rdzingsは 舟

の 意 味 で あ る[Jaschke19$5:468,張1985:2357].

」.5khaMs:原 文 のkhaMsはkhamsで あ る.

'.7charpa:原 文 はpaだ がbaに 訂 正 す る.チ ベ ッ ト語 文 語 文 法 で は 添 後 字
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rの 後 に はbaが つ く[山 口1998:514].

ム8pas:原 文 はpasだ が,文 意 か ら 考 え てpaに 訂 正 す る.

MIspmrtsis:原 文 はsprartsisだ が,文 意 か ら考 え てspratshilに 訂 正 す る.

チ ベ ッ ト文 面 和 訳 の'.11蝿 型 の 注 を 参 照.

ム13chebs:原 文 はchebsだ が,こ の 語 はJaschke[1985],張[1985],

Goldstein[2001]に は 収 歪景 して い な い.文 意 か ら 考 え て 謝[1998:94]に 従 いche

basに 訂 正 す る.

n3mthus:原 文 のmthusはmthuに 同 じ[Jaschke1985:241].

n5dpe・byad:原 文 はdpe・byadだ が,dpebyedに 訂 正 す る.チ ベ ッ ト文

語 文 法 で はa母 音 で 終 わ る も の の み に 添 後 字 の'が 付 さ れ る[山 口1998:30].

n6brten:原 文 はbrtenだ が,白 館 氏 の 指 摘 に 従 っ てrtenと す る.動 詞

と し て のbrtenはrtenpaの 完 了 形 も し く は 未 来 形 で あ る が[Jaschke1985:

213],こ の 場 合 は 名 詞 で あ り,名 詞 と し て のbrtenで は 情 世 間 や 有 情 の 意 味

に な り 文 意 と 合 わ な い[張1985:1124].名 詞 のrtenは 拠 り 所 あ る い は 仏 像

の 意 味[Jaschke1985:213,張1985:1072].

n6gyo:謝[1998:94]はgyiと し,陳 ・馬[1990134]はgyoと す る.原 文

はgyoで あ る.

H6brdzongs:原 文 はbrdzongsだ が,rdzongbaの 過 去 形brdzangsの 誤 記 だ

と考 え ら れ る.

ム20'thunpa:原 文 は ・thunpaだ が,文 意 を 考 え てmhunpaに 訂 正 す る.

・thunpaだ と 集 ま り と い う 意 味 に な る[Jaschke1985:244] .

ム20charba:原 文 はcharbaだ が,文 意 を 考 え て ・charbaに 訂 正 す る.char

baだ と雨 も し く は 部 分 と い う 意 味 に な る[Jaschke1985:156コ 。

ム21candhan:原 文 はcandhanだ が,謝[1998:95]の 訂 正 に 従 っ てtsan

tanと す る.

乙21thab:原 文 はthabだ が,謝[1998:95]の 訂 正 に 従 っ てthabsと す る.

thabで は 炉 と い う 意 味 に な り文 意 と合 わ な い[Jaschke1985:229].
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ム24rgyaspa:こ のpaは 筆 者 の写 真[PlateXV]で は判 読 で きな か っ たの で,

陳 ・馬[1990:口 絵]の 写 真 に よっ た.

ム25mtsharmampar:こ のmtsharrnamparは 筆 者 の 写 真[PlateXV]で は

判 読 で き な か っ た の で,陳 ・馬[1990:口 絵]の 写 真 に よ っ た,

ム26rt①gspamam:こ のrtogspamamは 筆 者 の 写 真[PlateXV]で は判 読 で

き なか つ た の で,陳 ・馬[1990:口 絵]の 写 真 に よっ た.

ム27sogsmdzes:こ のsogsmdzesは 筆 者 の 写 真[Pla重eXV]で は判 読 で きな

か った の で,陳 ・馬[1990;口 絵]の 写 真 に よっ た.

L28sogsskyes:こ のgsskyesの 部 分 は筆 者 の 写 真[Pla重eXV]で は判 読 で き

な か っ た の で,陳 ・馬[1990:口 絵]の 写 真 に よ っ た.

Blmimnga・ba・i:原 文 は ・iだが,文 意 を考 えて 終助 詞 の ・oに訂 正 す る.

B2byungbathamscadchosrgyaHa:こ の部 分 は筆 者 の 写真[PlateXV]

で は上 部 しか判 読 で きな か った の で,陳 ・馬[1990:口 絵]の 写 真 に照 ら し合 わ

せ て再 構 成 した.

(4)チ ベ ッ ト文面和訳

[碑首]皇 帝が金仏像を讃える碑文.

[1】皇帝がお作 りになった仏シャカムニの自然に生 じた金仏像を褒め称える

〔言葉を〕石碑に置いた.[2]如 来の何百何千何十万に化身 した ものは衆生に

〔対 して〕慈悲[3]を 〔施 し〕なさり,〔衆生を〕三悪趣から引 き上げ,〔 それ

らの化身が〕大方便 となったのは善 きかな,善 きかな.[4]教 化する対象を

仏の道 に置いた 〔その行為は〕苦海の船のようで もあ り,闇 の洲[5]の 日

月のようで もある.も し仏の功徳が完成 して有情全てに利益をもたらすなら

ば,三 界[6]の 神 ・人間達が信仰 と帰依を行ない,そ れら〔の行為〕によって

〔生 じる〕香気の雲は天空を覆い法[7]の 雨は全てに降って,そ れによって大

地 と山湖の全ては仏国土 とな り,衆 生全 て[8]が 利益 を得るのである.私 が

(183)



全国土の主人にな り,有 情全てへの利益 【9]と広い慈悲による喜びの発心

〔を起 こし〕,金 で仏の[10]御 身体を鋳造 して,衆 生全てに利益をもたらすこ

とを思い,大 工達に仏像 を作 らせ[11]た のに対 して,仏 像の蟷型を作ろうと

しても長い間完成せず,あ る日大工達が食事に行き,誰 も[12」 いない問に仏

の姿が突然 に自然 に生 じたので,そ れで全ての人が畏怖 して褒め称 えた.

[131と ても稀有なので,そ れが何であるかというならば,諸 仏菩薩による力の

神通が現実に生 じた[14]の で,一 回で 〔仏像の〕鋳造が完成 したのである.

その時に世間に存在 しない特別な香の匂い[15]が 絶え間な く漂い,吉 祥の光

が特別に広がった.仏 にある三十二相 と入十種好が備わっている最高の吉祥の

口6]こ の仏像は,特 別に灌頂浄覚弘済大国師ペルデ ンサ ンボに献 じることに

よって西方につかわ して,[17]衆 生全てに無量の利益である最高の果を与え

なさったことにより,広 大な福徳,[18]農 作物の収穫,有 情全てに富,老 若

それぞれに幸せ,全 ての病人に[19]安 らぎ,〔そ して〕吉祥が意の如く生 じる.

常 に仏 の恩 を得 たのである.仏 の像は自然に[20]生 じて,い つ も清浄な寂

静のために縁 と合致す る所 に現れないことは無いので,昔 に[21]ウ ギェン

の国の王が栴檀の仏像を彫ろうとして,素 晴らしい大工達を良 く[22]得 て,

特別な仏像が完成 して,衆 生全てに利益があるようになさった事 は言葉では

語 り足 りない.今,私 が 【23]金で神像を建立 してその神通 もまたこう[24]

な り,利 益 もまたこうなったので,こ の事 を書いて石碑に彫った.仏 の教えが

長 く盛んで,広 く[25]賛 美するために,以 下のように述べる.正 道の事業が

高い両足尊は,三 界より解脱することが とても稀有で,[26】 衆生全てに方便

によって広大 〔なことを〕なさって,一 善で全ての業 を教化する.縁 起の存在

を理解するものは 【27】解脱するので,瞬 きして動かないだけ 〔の間に〕仏を

得た。私が今,至 高にして無上なる像を建立する.形 状は美 しく 【28]二つ と

無 く,三 塗 と六道全てに利益をなさって,子 宮から生まれる生き物 と湿気か

ら生まれる生 き物(虫 類)は[29亅 この恩 を得た。常に願 うことは世間の衆生

全 て 〔である〕.煩 悩 を捨てて一切が幸せ 〔にな り〕,劫 の[30]五 濁が清浄
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〔になり〕,善逝の位を得るようになって,仁 慈が[31]大 きくて法身が現れ,

金剛が堅固なように壊れない,説 いても説 き尽くせない大劫[32]に おいても,

生 じる全てが法王に帰命する.永 楽十六年三月一 日.

【注 】

n自 然 に 生 じ た:rangbyonに つ い て,張[1985:2651]の 訳 語 は 「天 然 」.

人 の 手 を経 ない で 神 仏 の 力 で 生 じた 仏 像 や 文 字 を指 す.漢 文 は 「御 製 金 佛 像 碑 」

とす る[1行].チ ベ ッ ト文 の 「rangbyon,自 然 に生 じた 」に対 応 す る語 が 漢 文

面 に は無 い.

舐2・3如 来 の ～ 慈 悲 を 〔施 し〕な さ り:チ ベ ッ ト文 面 は 「debzhingshegs

pa・i～snyingrjemdzadpa」.仏 が 衆 生 を教 化 ・救 済 す る た め に種 々 の 形 に な っ

て 世 間 に 現 れ る こ とを 指 す[中 村 ・福 永 等2002:268化 現 の 項,同:272化 身

の 項].

ム4教 化 す る 対 象 を 仏 の 道 に 置 い た:チ ベ ッ ト文 面 「・dulba・i～bkodcing」

は,漢 文 で は 「羣 生 を總 て 攝 り,咸 な覺 道 に 登 ら しむ る に」[2行].漢 文 面 の

「總 攝 羣 生 」を チ ベ ッ ト文 面 で は名 詞 と とっ て 「・dulba・igdulbyamams,教 化 す

る対 象 達 」と訳 した の か.チ ベ ッ ト語 の ・dulbaに 対 応 す る漢 語 を榊[1962:No.

1414,p.109]で は 「律 」「調 伏 」とす る.漢 語 の 「攝 」を チ ベ ッ ト語 の 「教 化 ・調

伏('dul)」 と訳 す 事 例 は 漢 文 面[12-13行],チ ベ ッ ト文 面[26行]に もあ る.

な お,横 山 ・広 沢[1gg7:580]で は ・dunparbyedpaの 漢 訳 を 「引 攝 」とす る.

「引 攝 」 とは,仏 が 慈 悲 心 に よ って 衆 生 を導 く こ と[中 村2001=88].あ る い は

チ ベ ッ ト文 面 の ・dulは ・dunの 誤 りで あ る可 能 性 もあ るが 不 明 で あ る.

舐4・5苦 海 の 船,闇 の 洲 の 日 月:チ ベ ッ ト文 面 は 「sdug～nyizla」.仏 が

世 間 に 生 きる 衆 生 の よ りど こ ろ とな る こ とを言 っ て い る.

鼠7・8衆 生 全 て が 利 益 を 得 る:チ ベ ッ ト文 面 は 「・groba-yinno」.こ れ

に対 応 す る漢 文 は 「含 靈 ・蠢 動 は悉 く濟 度 を得 る」[3-4行],漢 文 面 の 「含 靈 ・

蠢 動 」をチ ベ ッ ト文 面 は 「衆 生 」 とす る.

(185)



nO鋳 造 し て:チ ベ ッ ト文 原 文 はblugs.張[1985:1917]で は,動 詞blugの

過去 形 と し,「 注 入,装 入」の訳 語 が付 け られ て い る.本 文 のblugsは,金 属 を

型 に 流 し入 れ て仏 像 を鋳 造 す る行 為 を指 して い る と考 え られ る ので この よう に

訳 した.な お,張[1985:1917]で は,名 詞 のblugsに 「鋳 造 品 」とい う訳 語 を付

け て い る.

』nO・11仏 像 を 作 らせ た:チ ベ ッ ト文 原 文 はbzorchugpa.bzoparchugの 省

略 した 表 記 と考 え て この 訳 に した.

M1蝿 型:チ ベ ッ ト文 原 文 はsprartsisだ が,蜜 鑞 を意 味 す るspratshilで あ

ろ う.Jaschke[1985:335]で はspratshilをwaxと す る.仏 像 を作 る際 に は蜜 獵

で原 型 を作 る[中 村 ・久 野2002:966].spratshilは,こ の 原 型 を指 して い るの

で あ ろ う.漢 文 で は 「範 」とす る[4行].

n2仏 の 姿:原 文 は 「lhagzugs,仏 の 姿 」だが,仏 の 鑞 型 を指 して い る.

砿13-14諸 仏 菩 薩 に よ る 力 の 神 通 が 現 実 に 生 じ た の で:チ ベ ッ ト文 面 は

「rgyalba～yinpas」.こ れ に 対 応 す る漢 文 面 は 「諸 佛 菩 薩 が 顯 應 し,神 通 を

示 現 せ り と」[5行].漢 文 の 「顯 應 し,神 通 を」を チ ベ ッ ト文 は 「mthuskyi

rnams'phrul,力 の神 通 」とす る.榊[1962:No.767,p.58]で はrnampar・phrul

ba'istobsを 「神 通 力 」「神 変 力 」と漢 訳 し,横 山 ・広 沢[1997:622]で は 「神

変,変 現 」と漢 訳 して い る の で,「 顯 應 」に対 応 す る チ ベ ッ ト語 が 無 い.こ の

意 味 に つ い て は 後 述 す る.

n5吉 祥 の 光 が 特 別 に 広 が っ た:チ ベ ッ ト文 面 「bkrashis～rgyaspa」 は

漢 文 面 で は 「瑞 光 は 圓 滿,毫 相 は瑞 嚴 に して」[6行].漢 文 の 「毫 相 は瑞 嚴 」に

対 応 す る語 が チ ベ ッ ト文 に は無 い.

n5三 十 二 相:チ ベ ッ ト文 面 はmtshan.榊[1962:No.235,p.22]に あ る

「skyesbuchenpo・imtshansumcurtsagnyiskyimingla,大 丈 夫 三 十 二 相 名 號 」の

略 語 だ と考 え られ る.三 十 二相 とは,仏 及 び転 輪 聖 王 に備 わ る三 十 二 の優 れ た

身 体 的 特 徴[中 村 ・福 永 等2002:386-387].

n5入 十 種 好:チ ベ ッ ト文 面 はdpe'byad.榊[1962:No.268,p.24]に あ る
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「dpebyadbzangpobrgyad(b)cu・imingla,入 十種 好 名 號,八 十種 形 好 名 號 」の

略 語 だ と考 え られ る.八 十種 好 とは,仏 や菩 薩 に と もな う とさ れ る優 れ た八 十

の特 徴 で,三 十 二 相 に比 べ る と比 較 的 小 さ な特 徴 と され る[中 村 ・福 永 等2002:

824].

L15仏 に あ る 三 十 二 相 と八 十 種 好 が 備 わ っ て い る 最 高 の 吉 祥 の:チ ベ ッ

ト文 面 「mtshan～bkrashisdampa・i」 は 漢 文 で は 「諸 の 種 好 を具 え る は,

是,最 妙 の 吉 祥 為 り」[6行].チ ベ ッ ト文 に あ る 「三 十 二 相 と八 十 種 好 」 を

漢 文 面 は・「諸 の種 好 」 と の み 記 す.

ム16特 別 に 灌 頂 浄 覚 弘 済 大 国 師 ペ ル デ ン サ ン ボ に献 じる こ と に よ っ て:

チ ベ ッ ト文 面 「nan～phulnas」 は,漢 文 で は 「特 に 以 って 灌 頂 淨 覺泓 濟 大 國 師

班 丹 蔵 トに布 施 し」[6-7行].チ ベ ッ ト文 面 の 「kontingtsinggyohungtsita・i

gu'ishri」 は漢 文 面 の 「灌 頂 淨覺 弘 濟 大 國 師 」の 音 写 と考 え られ るが,「 覺 」を

gyoと 音 写 す る.

乙2① 縁 と合 致 す る 所 に 現 れ な い こ と は 無 い の で:チ ベ ッ ト文 面 「las～

medpas」 は 漢 文 面 で は 「故 に感 じ て應 ぜ ざ る は 無 し」[9行].こ の 意 味 につ

い て は 後 述 す る.

鳳21・22素 晴 ら し い 大 工 達 を 良 く得 て:チ ベ ッ ト文 面 は 「thabbral～thob

nas」.thabsbralを 素 晴 ら しい と訳 す の は,白 館 氏 の教 示 に よ る.thabsbralは,

張[1985:1149]で は 「無 法,方 法 が 無 い 」とす るが,文 意 と合 わ な い.「thabs

bral,方 法 と離 れ た 」は,人 間 の 取 り得 る 手 段 を超 越 す る ほ ど素 晴 ら しい とい

う意 味 だ と考 え る.ま た,チ ベ ッ ト文 面 「素 晴 ら しい 大 工 達 を 良 く得 て」は,

漢 文 面 で は 「仞 利 天 匠 を妙 感 す る こ と」[9-10行]と す る.こ の意 味 につ い て は

後 述 す る.

〃.22・24私 が 金 で 神 像 を 建 立 して そ の 神 通 も ま た こ う な り:チ ベ ッ ト

文 面 「ngas～mdzadpas」 は 漢 文 で は 「朕 は今,金 を も っ て 像 を鑄 す る に,

感 應 は復 た 此 の若 し」[10行].漢 文 面 の 「感 應 」を チ ベ ッ ト文 で は 「m㎜ ・phrul,

神 通 」とす る.チ ベ ッ ト文 面 〃.13-14の 語 注 で 述 べ た よ うに,榊[1962:No.
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767,p.58]で はrnampar・phrulba・istobsを 「神 通 力 」「神 変 力 」と漢 訳 し,

横 山 ・広 沢[lgg71622]で は 「神 変,変 現 」 と漢 訳 して い る.こ の 意 味 に つ

い て は 後 述 す る.

n5正 道 の 事 業 が 高 い 両 足 尊 は:チ ベ ッ ト文 面 「lammchog～rkanggnyis

gtso」 は,漢 文 面 で は 「道 徳 の巍 巍 た る 兩 足 尊 」[12行].漢 文 の 「道 徳 」を チ

ベ ッ ト文 は 「lammchog・phridas,正 道 の事 業 」 とす る.

ム25解 脱:チ ベ ッ ト文面 の 「grol,解脱 」を漢 文 面 で は 「超 出」[12行]と す る.

横 山 ・広 沢[1997:378]は,grdに 対 応 す る漢 語 を 「解 脱 」と して い る の で,

こ れ に従 う.

ム26一 善 で 全 て の 業 を教 化 す る:チ ベ ッ ト文 面 厂dgebacig～ ・dulba」 は

漢文 面 で は 「一 善 を以 って 一 切 を攝 ら ば」[12-13行].漢 文 の 「攝」をチ ベ ッ ト文

で は 「'dul,調 伏 」とす る.チ ベ ッ ト文 面1.4へ の 語 注 を参 照.

ム27解 脱:チ ベ ッ ト文 面 の 「grol,解脱 」は,漢 文面 で は 「超 悟 」[13行]で あ

る が,訳 は 「解 脱 」 とす る.チ ベ ッ ト文 面Z.25解 脱 の 注 を参 照.

ム27仏 を 得 た:チ ベ ッ ト文 面 「sangsrgyasthob」 は,漢 文 面 で は 「園 融 」

[13行]と す る.「 圓 融 」は 天 台 宗 及 び 華 厳 宗 の 用 語 で あ り,完 全 に して 欠 け

る こ と な く一 体 とな っ て 互 い を妨 げ な い こ と[中 村 ・福 永 等2002:104コ.

第2章 「御製 金仏像 碑」の史料 的価値 についての検 討

本章では「御製金仏像碑」が信頼できる史料であることを碑文の形式と内容の

二点から証明したい.
くり

「御製金仏像碑」は,碑 高2m,碑 幅1m,碑 厚0.3m程.亀 趺が無いので

碑の陽 と陰は明確 にわからないが,片 面に漢文,片 面にチベ ット文が刻 され

ている.漢 文とチベット文があることは,筆 者が把握 している限 りでは明朝

(7)瞿 曇 寺 の 各 碑 文 の 寸 法 は 陳 ・馬[1990]に 記 され て い るが,本 碑 文 の 寸 法 は 記 載 され

て い な い.し か し,筆 者 の 目測 で は永 楽16年 「皇 帝 勅 諭 碑 」とほ ぼ 同 じで あ る.永 楽

16年 「皇 帝 勅 諭碑 」は,碑 高22m,碑 幅1.16m,碑 厚0.32m[陳 ・馬1990:14].
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くき 　

の行政文書のそれと共通 した ものである.た だ,他 の文書は官位や法位を授

与する内容の ものが多いが,「 御製金仏像碑」は下賜 した仏像の由来 として宗
リラ

教的な奇瑞を述べている点が特徴 といえる.

漢文面 とチベ ット文面では内容に大きな違いは無いが,チ ベ ット文の訳注で

示 したように漢文とチベット文では語が対応 していない箇所がある.特 に中国

仏教の概念である「感應」に関する語については,チ ベット文では直訳 していな

い箇所がある.中 国とチベ ットの仏教思想の違いを示す事例 と考えられるので,

これについて述べたい.

第1章 のチベット文面の訳注において指摘 したが,整 理のために再度示す.

「感應」について述べている箇所は以下の四箇所である.

① 漢 文 面[5行]:漢 文 面 の 「顯 應 」を,チ ベ ッ ト文 面[13-14行]で は 「力 」

と して い る.

② 漢 文 面[9行 コ:漢 文 面 の 「感 じて應 ぜ ざ る は無 し」を,チ ベ ッ ト文 面[20

行]で は 「縁 と合 致 す る所 に現 れ な い こ とは 無 い 」と して い る.

③ 漢 文 面[9-10行]:漢 文 面 の 「切 利 天 匠 を妙 感 す る こ と」を,チ ベ ッ ト文

面[21-22行]で は 「素 晴 ら しい 大 工 達 を良 く得 て」 とす る.

④ 漢 文 面[10行]:漢 文 面 の 「感 應 」を,チ ベ ッ ト文 面[23-24行]で は

「mam・phrul,神 通 」 とす る.

(8>明 朝 がチ ベ ッ ト仏教僧 に交 付 した勅書 は,漢 文 とチベ ッ ト文 の合璧 で ある事例

が 多い.例 え ば『西藏歴 史襠 案薈粹 』,『寶藏 』に写真版 が収 録 されて い る明 朝の勅

書 の ほ とん どが漢 文 ・チ ベ ッ ト文 の合璧 で ある[No.24-30].

(9)な お,「 賜給大寶法王 的詔書」[永楽11年(1413)2月 初10日,西 藏文物管理委員會

1981:43]は,永 楽帝が カルマ派黒 帽転生 ラマ五世テ シンシェクパ(debzhinshagspa)

に仏像 を授与 した内容で ある.「御製金仏像碑」と類似 した ものであるが,詳 細 な検討

は今後 の課題 としたい.な お 「賜 給大寶法王的詔書」は 「西藏歴史襠案薈粹 』,『寶 藏』

に収録 されていない.
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以上において示 したように,漢 文の 「感」もしくは 「應」に対応する語がチ

ベッ ト文では直訳 されていない.厂感」とは衆生が自らのうちに仏菩薩 を感得

し引き寄せることで,「應」とは衆生に向かって仏菩薩が差別なく赴 くことを

いい,中 国仏教の思想である感応思想に関する語である[福 島1970:38-39].

④ では 「感應」をチベッ ト語の 「mam・phrul,神 通」とするが,①,②,③ で

それぞれ別のチベ ット語になっているように訳語の統一が無い.こ れは感応

思想が中国仏教独自の思想であるため,対 応する語がチベッ ト仏教の用語に
ロ の

は無かったためだ と考えられる.チ ベ ット語訳が適切なものであるか どうか
ロ ユ　

は筆者 には判断する力はないが,中 国とチベ ットの仏教思想の違いが訳語 に

どのように現れているかを考察できる事例として指摘 したい.

続いて,「御製金仏像碑」の漢文面 とチベット文面の形式を,一 次史料である

明朝の襠案史料 と比較 しながら検討 していきたい.

漢文面について述べる.漢 文では「佛」を擡頭 している[9行].「 佛」が撞頭

されている例は他の明朝の公文書 ・碑文には確認することがで きなかった.
くユの

しか し,「佛」と ほぼ同義語である「如来」を改行 して平出する事例がある.

また 「御製金仏像碑」では 「朕」を擡頭 していないが[4,10行],明 朝が他
ロ ヨ　

の チ ベ ッ ト僧 に 交 付 し た 漢 文 勅 書 も 「朕 」を 擡 頭 して い な い.

チ ベ ッ ト文 面 につ い て 述 べ る,敬 意 の 表 現 につ い て は,漢 文 面 に み られ る

改 行,平 出,空 格,擡 頭 は用 い て い な い.し か し,陳 ・馬[1990]の 写 真 で は

は っ き り と確 認 で きず,陳 ・馬[1ggO]や 謝[1998]の 録 文 に は示 さ れ て い な

(10)イ ン ドの大乗仏教 においては仏の衆生救済 とい う宗教的問題 をめ ぐって,特 別な菩

薩で はない衆生の成仏が説かれた.感 応思想はイ ン ドの大乗 仏教 で論 議 された仏 によ

る衆生救済 とい う問題 を受 け継 ぎ,『周易』や 『莊子』に見 られる中国伝統 の感応思想

を利用 しなが ら中国独 自の形 に発展 させ たもの である[菅 野2007:33,46-47].

(11)③ におい て漢文 の 「感」をチベ ッ ト文 では 「得 て」と訳 しているのは適切 な訳 だ と

考 え られる.

(12)「 鳴瑪巴爲明太祖荐福 圖」[『寶藏 』3冊:96].

(13)例 えば 「永楽皇帝給 尚師哈立麻的書信」[永楽5年(1407)5月18日,『 西藏歴 史襠

案薈粹 』No.24].な お,明 朝の御製文では一般:的に朕 を擡頭 す る例 はみ られない.
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い が,筆 者 が 実 見 した 結 果,二 つ の特 徴 が あ る こ とが わ か っ た.

まず,ほ とん どの 文 の切 れ 目に は シ ェ ー(/,Tib.shad)セ は無 く,ツ ェ ク
ロの

シ ェ ー(・ ・Tib・t・h・g・h・d覊)を 使 ・ て い る ・ こ れ と 類 似 し た シ ェ ー1辱 .は
く　ら　

明朝がチベ ット仏教僧に交付 したチベット文襠案に用いられている.

次 に,上 にナ デ ・(・n・1d・n,一M・)を 罩 い た シ ェ ー(/-M驪)カ ㍉ 皇 帝 の 自

称 で あ る我(Tib.nge),仏(Tib.sangsrgyas)の 前 につ け られ て い る[8,22,24

行].こ の用 法 も明 朝 が チ ベ ッ ト仏 教 僧 に交 付 した襠 案 と類 似 して い る.永 楽

5年(1407)正 月18日 に カ ル マ パ 五 世 テ シ ン シ ェ クパ に 交付 した 勅 書 で は,

テ シ ン シ ェ クパ を指 す 「ラ マ(Tib.blama)」 と皇 帝 の 自称 で あ る 「我(Tib.nged)」

の 前 に ト ・ ル シ ェ ー(Tib・ ・bru1・h・dξ)が 使 わ れ て い る[注(13)参Pe,]・ 恐 ら

くは敬 意 の 表 現 と考 え られ るが,特 殊 な シ ェ ー を用 い て い る こ と は共 通 して

い る.

以 上 述 べ て きた こ とか ら,「 御 製 金 仏像 碑 」の 形 式 は一 次 史 料 で あ る明 朝 の襠

案 と類 似 して い る こ とが 明 らか に な っ た.

次 に碑 文 の記 述 の 信 憑 性 につ い て 検:討 し た い.碑 文 の 内 容 を簡 単 に ま とめ

る と以 下 の よ う に な る.① 永 楽 帝 が 衆 生 済 度 の た め に金 仏 像 を製 作 し よ う

とす る[漢 文:4行].② 人 間 の 工 匠 で は 仏 像 の 原 型 が 完 成 で き な か っ た と

こ ろ,諸 仏 ・菩 薩 が 示 した 奇 瑞 に よ っ て理 想 どお りの 仏 像 が で き る[漢 文:

4-6行].③ そ して 西 方 の民 衆 を 済 度 す る た め,瞿 曇 寺 の 僧 侶 で あ る灌 頂 浄

覚 弘 済 大 国 師 班 丹 蔵 卜(Tib.kontingtsinggyohungtsita'igu'ishridpal

ldanbzangpo,以 下 ペ ル デ ン サ ンボ とす る)に 下 賜 す る[漢 文:6-g行].

これ らの 中で ① と ② につ い て は宗 教 的 な奇 瑞 で あ る ため 実 際 に起 きた 出来

事 を述 べ た の か ど うか は判 断 しが た い.ま た これ につ い て述 べ た 他 の 明 朝 の 史

料 を発 見 す る こ とは で きな か っ た.し か し,③ の ペ ル デ ンサ ンボ に仏 像 を下賜

(14)一 般的 にチベ ッ ト語で は文の切れ 目にシェーを用 いる.

(15)『 西藏歴 史襠 案薈粹 』No.24.30.な お,こ れと類似 した形 のシェーは元朝のチベ ッ

ト文文書 にも用い られてい る事例がみ られる[『西藏歴 史襠 案薈粹』No.9等].元 朝の

チベ ッ ト文文書 と明朝のチベ ッ ト文文書の比較検討 は今後 の課題 としたい.
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した こ とに つ い て は,そ れが 実 際 に あ った 出来 事 だ と考 え られ る.以 下 そ れ に

つ い て述 べ る .
ほ 　　

まず,「御製金仏像碑」に記載 されるペルデンサンボについて検討 したい.

ペルデンサンボが瞿曇寺でどのような立場の人物であったかという点につい

ては,同 寺に建立されている永楽6年(1408)「 皇帝勅諭碑」(永楽6年(1408)
ロ 　　

5月15日 付 け)に 記 述 が あ る.

漢 文:其 僅 班 丹藏 卜,端 約 藏 卜,演 如 来 之教 法,悟 大 乗 之真 詮,以 慈 悲導 一

方,以 善 行化 衆 類,以 嗣 承 其叔 三 羅 之 宗教.朕 甚 嘉 之.今 特 令住 持 瞿 曇寺.

其(喇 嘛 三 羅)の イ至班 丹 藏 卜,端 約 藏 卜,如 來g)教 法 を演 じ,大 乗 の真 詮 を

悟 り,慈 悲 を以 って 一方 を導 き,善 行 を以 って 衆類 を化 し,以 って其 の叔 ・

三 羅 の宗 教 を嗣承 す.朕,甚 だ 之 を嘉 す.今,特 に瞿 曇 寺 に住持 せ しむ.

チ ベ ッ ト文:daltaon(dbon?)podpalldanbzangpo/donyodbzangpo/

debzhingshegspa'ibstanpalabslabshingthegchendonrtogsshing/

snyinrje'isemskyismirnamskhridcingdgelamlamirnamssgrolba/

ranggiblarnabsamlo'icholugs'dzinpas/ngedkyisshindubstodpa

byas/daltanangyiskhyodlakhyutamsi'isdedponbyaspa/

今,〔 前 任 者 の 〕甥 で 後 継 者 で もあ るペ ル デ ンサ ンボ,ト ンユ ーサ ンボ は,

如 来 の教 え を学 び,大 乗 を悟 り,慈 悲 の 心 に よ っ て 人 々 を導 き善 い 道 に

人 々 を運 ぶ.自 身 の 師 で あ るサ ム ロ ー の法 流 を保 持 した こ とに よ り,私 は

〔彼 を〕と て も称 え た.今,特 にお 前 を キ ュ タ ム シ ー(瞿 曇 寺)の 長 にす る.

こ こで は,ペ ル デ ンサ ンボ が 瞿曇 寺 の 名 を皇 帝 よ り下 賜 され た 喇 嘛 三 羅(Tib.

blamabsamlo)の 後 継 者 と して,端 約 蔵 卜(Tib.donyodbzangpo)な る人 物 と

(16)ペ ル デ ンサ ンボ につ い て は,陳 ・馬[1990:12-13]に 解 説 が あ るが,記 述 の 根 拠 と

な る史 料 を示 さ な い 簡単 な もの で あ る.

(17)こ の碑 文 は実 見 で きな か っ た 。写 真 は 陳 ・馬[1990:口 絵]に あ る が,不 鮮 明 で 判

読 が 困難 だ っ た た め,謝[1998:88-89]の 録 文 に よ った.
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ロ き　

ともに明朝から瞿曇寺の住持に任命 された人物であることが述べ られている.

そして明朝中央の史料である『明太宗實録』においてもこの人物 と同定できる

僧侶の記事が確認できる.

『明太宗實録』によれば,永 楽5年(1407)10月 戊戌 に西寧瞿曇寺の僧侶であ
ロ の

る班 丹 蔵 トが 来 朝 して い る.こ の班 丹 蔵 トは,永 楽8年(1410)10月 甲午 に浄

く　の

覚弘済国師号を与えられ,永 楽10年(1412)正 月庚戊に大国師号 を与 えられて

いる.そ の時の法位は以下のように述べられている.

『明太宗實録』巻124,永 楽10年(1412)正 月庚戊の条

命 じて國師班丹藏 トを灌頂淨覺弘濟大[國]師 と爲す.

引用史料には 「國」の文字が無いが,同 書の巻127,永 楽10年4月 戊寅の条

には「灌頂淨覺弘濟大國師班丹藏 卜」と記載されてお り,ま た,明 朝がチベット

人僧侶に与えた法位に大師号は管見の限 り見あたらないので,筆 写の際に欠落

したものと考えられる.こ こで班丹蔵 トが与えられた灌頂浄覚弘済大国師は「御

製金仏像碑」に記載されるペルデンサ ンボの法位 と一致 している.

以上述べてきたことか ら,『明太宗實録』に記載 される班丹蔵 トと 「御製金

仏像碑」に記載されるペルデンサンボは同一人物である.瞿 曇寺の僧侶ペルデ

ンサ ンボが明朝 と密接な関係を持 っていたことが瞿曇寺 と明朝双方の史料か

らわかる.

(18)漢 文 の{至はチベ ッ ト語でonpoと しる されてい る.こ れは正 しくはdbonpoで

あ り,甥 と後継者 の双方 の意味 を含 む.チ ベ ッ ト仏教 の氏族教 団の叔父甥 相続制度

に基 づ く語で ある.叔 父 か ら甥へ寺院 の長の地位 を相 続 している ことか ら,瞿 曇寺

はペルデ ンサ ンボの一族 に よって経営 され る寺 院 だった と考 え られ る,

(19)「 西寧 瞿晏(曇 〉寺僧 班丹藏 卜來朝貢 馬」[『明太宗 實録』巻72,永 楽5年(1407)

10月 戊戌 の条].

(20)「 命番僧班丹 藏 卜爲淨覺 弘濟國師」[『明太宗 實録』巻109,永 楽8年(1410)10月

甲午 の条].
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そ して 明朝 は チ ベ ッ ト仏 教 僧 に仏 像 を下 賜 して い た.例 え ぼ永 楽4年(1406)

に南 京 に来 た カ ル マ パ 五 世 テ シ ン シ ェ クパ が 永 楽6年(1408)に チ ベ ッ トに

戻 る 時,

「明 太 宗 實録 』巻78,永 楽6年(1408)4月 庚 子 の 条
カ ルマ パ

如來大寶法王 ・哈立麻辭歸す.白 金,綵 幣,佛 像等物 を賜 う.

とあ る よ う に仏 像 を下 賜 して い る.ま た ゲ ル ク 派 に対 して も,

『明 太 宗 實 録 』巻176,永 楽14年(1416)「5月 辛 丑 の 条
シヤキヤイェシェ　

妙覺圓通慧慈輔應輔國顯教灌頂弘善西天佛子大國師 ・釋迦也失,辭 歸す.

御製贊 を之に賜 う.並 に佛像,佛 經,法 器,衣 服の文綺,金 銀の器皿を

賜 う.

シャキャイェシェ　

と述べられているように,ッ ォンカバの高弟である釋迦也失に,御 製の賛文 と

仏像の下賜が行なわれている.以 上のことからペルデンサ ンボが永楽帝から仏

像と御製文を賜ったことは実際に起 きた出来事だと考えられる.

第3章 「御製金仏像碑」の内容について一大乗仏教思想に基づく造像功徳一

本章では「御製金仏像碑」の内容について検:討し,そ れが大乗仏教の思想に基
く　の

ついた永楽帝の功徳を宣伝するものであったこと,そ の宣伝の対象にはインド

から漢地に至るまでの西方の仏教文化圏全体が含 まれていたことを明らかにし

たい.

まず,永 楽帝が金仏像の製作を行なった理由は以下のように述べられている.

(21)功 徳 とは,造 像 ・起塔 ・写経な どの善行や,善 行 に備わ った徳 性,善 行の結果 とし

ての果報や利益 をさす[中 村 ・福永等2002:254].
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「御製金仏像碑」[漢文:4行 の和訳]

朕は天下を支配 して,万 民をあわれみ思い,ひ ろく慈悲を形にして,喜 びの

発心によって金で仏像を鋳造 して,衆 生全てに利益をもたらそうとした.

ここでは永楽帝が衆生に利益をもたらそうとする目的で仏像を製作 したこと

が述べ られる.こ の仏像製作は,凡 夫の手の届かぬ涅槃の世界に入って しまっ

た仏 を求め,応 身の仏である仏の形象を作 り,礼 拝することによって衆生救済

を得ようとする大乗仏教の思想に基づ くものである[平 川1981:45].

そして 「御製金仏像碑」には永楽帝の仏像製作を宣伝する記述がある.

「御製金仏像碑」[漢文:9-10行 の和訳]

昔,優 填王が旃檀の仏像を作 った時に,仞 利天匠を感得したことはとて も

稀有なことで一切〔の衆生に〕際限な く利益 をもたらした.今,私 が黄金で

仏像を鋳造したところ,優 填王のような感応が起こった.そ のため 〔衆生

に〕利益をもたらすことも優填王のように 〔際限がない〕.

ここでは永楽帝が自分の仏像製作 を過去の優填王のそれになぞ らえている

ことが述べ られている.優 填王 とは優陀延王 とも表記される釈尊在世中の仏

教保護王で,ヴ ァンサ国コーサ ンビーを統治 していた.釈 尊が1刀利天に昇っ

て人間世界 を留守にしていた時,釈 尊 を慕 って栴檀 を用いて仏像 を彫刻 した

という伝説がある[中村 ・福永等2002:74].こ の伝説は,そ れが歴史的事実

であるか どうかに関しては疑問が残るものの,仏 像の製作のはじまりとされ

ている[高 田1987:2].こ の伝説 は 『増一阿含經』等,多 くの経典に述べ られ

ている[高 田1967:10-15].

では「御製金仏像碑」にある,優 填王が旃檀の仏像 を作る際に,仞 利天匠を

感得することによって,全 ての衆生に利益 をもたらしたという記述の出典は

何か.そ れは,『 大乘造像功徳經』に述べられている,優 填王が仏像 を製作 し
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ようとした時,人 間の工匠では作れずにいた ところ,王 の信仰に応 じた天匠
く　 　 　

毘首羯磨天が現れ,仏 像を作 ったという記述であろう.こ れは 「御製金仏像

碑」において人間の工匠では仏像 を完成で きず,仏 菩薩の力によって,仏 像

を完成することがで きたという記述 と類似 している。ここか ら,永 楽帝が優

填王に自らをなぞらえていることがわかる.

この優填王の仏像製作は,『大乘造像功徳經』において次のように賛美されて

いる.

『大乘造像功徳經』[『大正新脩大藏經』16冊,793a]

皆稱讃於王造像功徳.凡 諸天衆悉亦隨喜.未 來世中有信之人.皆 因王故造

佛形像而獲勝福.

皆〔優填〕王の造像功徳を稱讃す.凡 そ諸の天衆は悉 く亦た隨喜す.未 來世

の中の有信の人,皆 〔優填〕王の故に因りて佛の形像を造 りて勝福を獲る.

ここでは,優 填王の仏像製作は後世の模範 となるものとされている.永 楽帝

が優填王に自らをなぞらえた理由は,こ の王が仏典中においてその功徳を賛美

された存在だったからだということがわかる.

以上のことから,「御製金仏像碑」の内容は,大 乗仏教の思想に基づいて衆生

救済を祈願 し,そ れに諸仏菩薩が応えた永楽帝の功徳を宣伝するものであると

いえる.

では 「御製金仏像碑」は,ど のような対象に向かって永楽帝の信仰心を宣伝

したのか.ま ず,「 御製金仏像碑」がとりあげた優填王の伝説 に注 目したい.

優填王の製作 した旃檀仏がイン ドから中央アジアを巡って漢地に渡来 したと

いう逸話が,漢 地にある.漢 地への優填王像将来譚を詳細 に検討 した稲本氏

によれば,唐 の貞観19年(645)に 玄奘がインドから帰還 した際,多 数の経

典 とともに優填王の旃檀仏の模像をも将来 し[稲 本1997:387],ま た,元 代

(22)『 大 乘 造 像 功徳 經 』[『大 正 新 脩 大 藏 經 』16冊,790a-791b].
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にはこの旃檀仏がインドや中央アジアを経由 して漢地に渡来 し各地を流伝 し
く　ヨラ

た経緯をまとめた 厂栴檀瑞像中国渡来記」が成立 している.

このように優填王の旃檀仏が,イ ンドから中央アジアをへて漢地へ入ったと

いう伝説が流布 していることから,「御製金仏像碑」がインドを初めとする西方

の仏教文化圏と漢地との仏教交流を視野に入れていることが推測される.

この推測を裏付けるものとして,永 楽帝の仏像がペルデンサ ンボに与えられ

て「西土」に行 くことにより,そ の地域の衆生が救済されることが,「御製金仏

像碑」に述べ られている[漢 文:6-9行].

「御製金仏像碑」の西土 とはどのような地域を指すのだろうか.永 楽帝による

チベ ット語大蔵経建立の際の明 ・チベット間の交渉を検討 した羽田野氏は,西

土について「広義のチベ ット」を指すとしている[羽 田野1987:332].し かし,
く　の

西土は必ず しもチベ ットを指すとは限らない.元 代 に成立 した 「旃檀仏像記」

には以下の一文がある.

「旃檀仏像記」『程雪樓文集』巻9,11葉 表

[旃檀仏]像 居西土一千二百入十五年,龜 茲六十入年,涼 州一十四年…….

[旃檀仏]像,西 土 に居すること一千二百八十五年,龜 茲に六十八年,涼

州に一十四年…….

これは優填王の旃檀仏がインドから漢:地に渡来 したことを述べている.百 濟

氏は,こ の西土はインドを指す と正 しく述べている[百 濟2004:76]・ 「御製金

仏像碑」が永楽帝の金仏像を優填王の旃檀仏になぞらえていることから,「御製

金仏像碑」の「西土」もインドを指す と考えられる.青 海の瞿曇寺がイン ドと接

しているという考え方は現実の地理からは成立し難いが,明 初においては青海

(23)百 濟[2004]に おいて 「栴 檀瑞像 中国渡来 記」について の文献学研 究が行 なわ れ

ている.

(24)例 えばFranke[1981=297]は,「 西僧」の語 義について述べる際 に,元 代 におい ては

「西」はチベ ット,ネ パ ール,イ ン ドをも含む広い範囲 を指す と してい る.
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がインドと接 しているという考え方があったらしい.瞿 曇寺に建立されている
く　ら　

洪煕元年(1425)厂 御製瞿曇寺碑」に次のような記述がある[漢 文:9行].

西寧接壌天竺.乃 佛所從入中國者也.

西寧は天竺 に接壌す.乃 ち佛の中國に從入する所の者なり.

ここか らは,瞿 曇寺のす ぐ西方にある西寧はインドとの境界 と考えられてい

たことがわかる.厳 密かつ具体的なインドではな く,仏 教の源流 としての西方
　　 　 　

の仏教文化圏 としてのインドを観念的に指 していると考えられる.以 上述べて

きた ように「御製金仏像碑」は,「 栴檀瑞像 中国渡来記」とは逆に,永 楽帝の

仏像がインドに至るまでの地域の衆生 を救済することを述べたものである.

永楽帝は,自 らの功徳を宣伝する対象 に,西 方の仏教文化圏を含めていたこ

とがわかる.

第4章 東西 の仏教 文化 圏の境界 と しての瞿曇寺

第3章 では,「御製金仏像碑」が大乗仏教思想に基づ く永楽帝の造像功徳 を

宣伝するものであったことを明らかにし,か つその宣伝の対象がイン ドに至

るまでの西方仏教文化圏 とされていることを論 じた。本章では,そ れを補強

する目的で,瞿 曇寺に現存する洪煕元年(1425)「御製瞿曇寺碑」(以下,「 御製

瞿曇寺碑」とする)に対する検討を通 じて,同 寺が漢地 と西方の仏教文化圏の

交流 において重要な役割を果たす寺院であると,明 朝からみなされていたこ

とを述べたい.

(25)洪 煕 元 年(1425)「 御 製 瞿 曇 寺碑 」につ い て は,2004年9月 に筆 者 が 実 見 した.こ

れ に つ い て は 後 述 す る.

(26)こ の 漢 文 に対 応 す るチ ベ ッ ト文 は 「zilingsachadeni/nubphyogskyiyulkhams

dang・brelba・isatshamsyin,西 寧 の 地 は 西 方 の 地 域 と接 す る境 界 で あ る」[チベ ッ ト文

面:17行].一 般 的 に は イ ン ドを意 味 す るチ ベ ッ ト語 はrgyagarで あ るが,こ こで は

天 竺 に対 応 す るチ ベ ッ ト語 を 「nubphyogs,西 方 」 と して い る.
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く　 ア 　

先ず厂御製瞿曇寺碑」について述べる.碑 文の写真は陳 ・馬[1990:ロ 絵]に チ

ベ ット文 ・漢文双方があるが,全 文を判読するには不鮮明である.筆 者が現地

で碑文を実見 した所,「 御」,「朕」,「我」は擡頭されてお らず,「佛氏」,「太

祖」,「太宗」,厂祖宗」,「二聖」,「天命」の語が擡頭 されていた.「朕」が擡頭

されていない点については,明 朝が他のチベッ ト僧に交付 した漢文勅書 も同

じである[注(13)参 照].ま た「佛氏」,「太祖」の擡頭 については,「鳴瑪巴爲

明太祖荐福圖」では 「佛氏」と類似 した語である 「如來」を改行 し[注(12)参

照],「 皇考太祖高皇帝」を二字擡頭 している[『寶藏』3冊:97].漢 文面につ
く　の

いては,「御製瞿曇寺碑」は明朝の公文書の形式に従っているといえる.

この 「御製瞿曇寺碑」に次のような一節がある[漢 文:g-11行].

獨寥寥稀闊焉.豈 稱崇奨之意.於 是命官相土,審 位面勢,簡 材飭工,肇 作

蘭若,高 宏壮麗,賜 名瞿曇.自 是中國之人往使西域,及 西域之人入朝中國

者,至 此而欲撼誠邀福,有 帰依之地焉.

〔西寧が〕獨だ寥寥にして稀闊なり.豈 に〔佛への〕崇奨の意を稱 えんや.

是において官に相土 を命 じ,位 の面勢 を審 らかにし,材 を簡び工に飭じ,

肇めて蘭若を作 り,高 宏にして壮麗,名 を瞿曇 と賜 う.是 より中國の人の

西域に往使 し,及 び西域の人の中國に入朝するは,此 に至 りて櫨誠 し邀福

す るを欲せば,帰 依の地あるなり.

これは洪武26年(1393)に 瞿曇寺が寺名 を下賜 された理 由を述べた もの
く　　　

である.洪 煕元年の碑文なので,三 代前の洪武朝の状況を正確 に伝えている

(27)陳 ・馬[1990:43]に よれば,碑 高2.28m,碑 幅2.23m,碑 厚0.63m.

(28)同 碑 文 のチベ ッ ト文面 につ いては筆者 の撮影 した写真 が不鮮 明で あ った ため,

「御 製金 仏像碑 」と同様 の シェー を用 いた敬 意の表現 が 使わ れて いるか どうかは判

読 で きなか った.

(29)瞿 曇寺が寺名 を下賜 された記事 は,『 明太祖實録 』巻225,洪 武26年(1393)2月

壬寅 の条 にみえる.
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とは言いがたい ものの,直 前の永楽朝における明朝の瞿曇寺への評価 を示 し

ていると考えられる.そ の内容は漢地 と西域 を往復する使節の信仰の拠点 と

して瞿曇寺が建立されたというものである.

文中の西域 という用語について述べると,明 初における漢地から西域への僧

侶の遣使 を検討 した長谷部氏によれば,「西域」は西蔵,ネ パール,東 北インド

等,漢 地の西方に位置するかなり広い地域を指 していた[長 谷部1993:56].

そして,こ こで述べ られている漢地より西域に赴 く明朝の使節については,
くヨの

明 初 に お い て イ ン ド,ネ パ ー ル に 派 遣 さ れ た 宗 渤,智 光 の事 例 が あ る.こ の

中 で 宗 渤 の 行 程 に つ い て は,Enoki[1998],鄲[1992]に お い て そ の 詳細 が 明 ら

か に され て い る.そ れ に よれ ば青 海 か らチベ ッ トを経 て イ ン ドに入 っ て い る.

そ の際 の青 海 の行 程 を述 べ る と,河 州 か ら西 寧 に入 って い る[Enokil998:549,

鄲1992:229],瞿 曇 寺 の あ る 楽 都 県 は河 州 と西 寧 の 問 に位 置 す る.鄲[1992:

230]に お い て は楽 都 を経 由 した か ど うか は不 明 と して い る が,同 寺 の近 辺 を

通 っ た こ とは確 実 で あ る.

また,西 域 か ら漢 地 に来 る使 節 は ど うか.イ ン ドか らの 使 節 が 明 朝 に派 遣 さ

の の

れ た 史実 は確 認 で きな か っ たが,明 朝 に派 遣 され た ネパ ール の 使 節 が 帰 途 に瞿

曇 寺 の近 辺 を通 っ た事 例 が あ る.

洪 武 ・永 楽 両朝 を通 じて ネ パ ー ル か らの 使 節 の 来 朝 は盛 ん で あ った[Petech

1984:213-223].当 時 の ネパ ー ル は マ ッラ王 朝(9世 紀 末 ～1769)の 統 治 下 に お

いて 仏教 が盛 ん で あ り,サ ンス ク リ ッ ト経 典 の 書 写 も行 な わ れ,現 在 チ ベ ッ ト

に残 存 して い る サ ン ス ク リ ッ ト経 典 の 写 本 は ネパ ー ル か ら も た ら され た もの

(30)宗 渤 は,洪 武11年(1378)～ 洪 武15年(1382)に イ ン ドへ 派 遣 さ れ て い る

[Enokil998,鄲1992].智 光 は,洪 武17年(1384)～ 同20年(1387)に か け て ネパ ー

ル,イ ン ドへ,同21年(1388)～ 同23年(1390),建 文4年(1402)～ 永 楽3年

(1405)に か け て ネパ ー ガ に 派 遣 さ れ て い る[鄲1994].

(31)イ ン ド出 身 の 僧 侶 具 生 吉 祥 が,元 の 至 正24年(1364)に 漢 地 に 至 っ た 際 に イ ン

ドよ り突 厥,屈 支,高 昌 を通 り,甘 粛 よ り漢 地 に 入 っ た とす る 史 料 が あ る[「西 天 善

世 禅 師 塔 銘 」『蒲 庵 集 』巻6,275葉 表].し か し,モ ン ゴ ル と明 朝 が 抗 争 を行 な っ て

い た 洪 武 ・永 楽 期 に この ル ー トが 機 能 し て い た か ど うか は確 認 で きな い.
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が 多 い[田 中 ・吉 崎1998:31,119].こ こか ら もネパ ー ル は イ ン ドの 仏教 文 化

圏 に属 して い る と い え る.

そ して,ネ パ ー ル の使 節 の ル ー トに つ い て は 『明太 宗 實 録 』に以 下 の よ うに記

され て い る.

『明太宗實録』巻203,永 楽16年(1418)8月 戊寅の条

尼八刺國王沙的新葛,遣 人貢方物.上 遣中官郡誠齎勅,往 賜之錦綺,紗 羅,

與其貢使偕行.凡 所經罕東,靈 藏,必 力工瓦,烏 斯藏,野 藍可般 卜納等處

頭 目,皆 有賜賚.

尼八刺國王沙的新葛,入 を遣わし方物 を貢す.上,中 官 ・鄂誠をして勅を

齋 し,之 に錦綺,紗 羅を往賜 し,其 の貢使 と偕行せ しむ.凡 そ經 るところ

の罕東,靈 藏,必 力工瓦,烏 斯藏,野 藍可般 卜納等處の頭目に,皆 賜賚有

らしむ.

こ こ に は ネ パ ー ル の 使 節 が 漢 地 に 入 る 際 に 罕 東(Tib.hargdong),霊 蔵(Tib.

glingtshang),必 力 工 瓦(Tib.・brigung),烏 斯 蔵(Tib.dbusgtsang)を 通 過 し た

くヨ　　

ことが述べ られている.こ こで述べ られている罕東は瞿曇寺の勢力圏だった.

それは 『明太祖實録』にある以下の記述から推測 される.

『明太祖實録』巻225,洪 武26年(1393)2月 壬寅の条

西寧番僧三剌,貢 馬.先 是三刺爲書招降罕東諸部,又 剏佛刹於碾白南川,

以居其衆.至 是始來朝,因 請護持及寺額.上 賜名日瞿曇寺.

西寧番僧三剌,貢 馬す.是 より先,三 剌,書 を爲 して罕東の諸部 を招降

し,ま た佛刹を碾白の南川に剏め,以 て其衆を居す.是 に至 り始めて來朝

し,因 りて護持および寺額を請 う.上,名 を賜 り,瞿 曇寺 といわしむ.

(32)罕 東 は,洪 武 ・永 楽 朝 にお い て は青 海 湖 の周 辺 を指 した[郡Ig82:64].
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ここでは,瞿 曇寺を創建 した番僧三剌(三羅)が 罕東の諸部族をまとめて寺院

を創建 し,明 朝から瞿曇寺の寺名を下賜されたことが述べられている.こ こか

ら同寺が罕東に影響力があったことがわかる.こ のようにネパールの使節は瞿

曇寺の勢力圏を通って帰国していたのである.

このように,「御製瞿曇寺碑」中の記述を他の史料 を用いて検:討した結果,

瞿曇寺が明朝 より東西の仏教文化圏の交流の重要な拠点 としてみなされてい

たことが明 らか となった.

おわ りに

本稿では,従 来においては検討 されなかった永楽帝の対外政策における瞿曇

寺の位置づけを試みた.

第1章 では,現 地調査に基づ く「御製金仏像碑」の移録 と和訳を行 った.

第2章 では,同 碑に対 して,先 行研究では十分になされなかった史料的価値の

検:討を行 ない,史 料として信頼が置けることを証明した。第3章 では,そ の内

容を碑文の典拠 となった優填王の造像伝説を手がか りに検討することによっ

て,同 碑 は永楽帝の仏教功徳 をインドに至るまでの西方の仏教文化圏に宣伝す

る内容であることを明 らかに した.第4章 では,「御製瞿曇寺碑」の内容 を検

討することによって,明 初において瞿曇寺が東西の仏教文化圏ρ境界にあり,

両者の交流の要地とみなされていたことを明らかにした。以上のことから,

瞿曇寺は永楽帝の仏教功徳を西方の仏教文化圏に宣伝する拠点としての役割

を果たしていたことがわかった.

永楽帝の対外政策においては国際関係の理念 として華夷秩序が前面に出され

たとする捉えかたがある[檀上1997:220-237].ま た,明 朝のチベ ット政策は,

チベ ット人を「遠夷」として直接統治をせず,彼 らを政治的に「懐柔」するため

に経済的援助 を行なうという漢人王朝の伝統的な政策だったとする研究 もある

[影七2007:299-300].
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しかし,大 乗仏教理念 に基づいた衆生済度を願 う皇帝像が,青 海のチベッ

ト仏教寺院を通 じて西方の仏教文化圏に示 されたことが,本 稿 によって明ら
ほ ヨ　

かにされた.こ こか ら,永 楽帝によって,華 夷秩序,懐 柔遠夷 といった儒教

的理念のみならず,世 界的な宗教思想である大乗仏教 を取 り入れた対外政策が

行 なわれたことと,青 海のチベ ット仏教寺院が単に漢地とチベ ットのみでは

な く,よ り広 くインド ・ネパールを含 む西方の仏教文化圏 との結節点 として

位置づけられていたことがいえる.
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